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Ruffini 神経終末の再生過程を、 proteingene product 9.5 (PGP9.5) を軸索のマーカーとして、 8-100 ß を 8chwann
細胞のマーカーとして用い、免疫組織化学的に検索した。
その結果、下歯槽神経切断のみを行った群では、処置後 7 日で軸索終末の再生が始まり、 28 日で終末の分岐が回復
していたのに対し、下歯槽神経切断と切歯削合を行った群では、処置後 7 日で見られる再生軸索終末はわずかで、 28
日でも処置前程には回復していなかった。終末 8chwann 細胞は、切断のみの群、切断と削合を行った群のどちらも
処置後 7 日では歯根膜の歯槽骨側 (ARP) から歯根側 (TRP) へと遊走を始めていたが、切断のみの群が処置後ほぼ
28 日で処置前の分布に回復していたのに対し、切断と削合を行った群では 28 日でもまだ終末 8chwann 細胞の遊走
を認めた。また切歯削合のみを行った群では、処置後 7 日より廃用性萎縮と思われる軸索分岐の減少が始まっていた。
下歯槽神経の切断と切歯削合を行った群では、処置後 56 日で、数は少ないが分岐した軸索終末が認められたものの、
その形態は切歯削合のみを行った群と同程度で、あった。また終末 8chwann 細胞はやはりその数は減少していたもの
の、処置後 56 日で処置前の分布にまで回復を認めた。
以上のことより、下歯槽神経切断後の下顎切歯 Ruffini 神経終末の再生には、機械刺激としての校合力が影響する
ことが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、支配神経損傷後の機械受容器の再生に、機械刺激がどのような影響を与えるかを、ラットの歯根膜機械
受容器を用いて検索したものである。
その結果、下歯槽神経切断後切歯を削合して日交合力を軽減した場合では、削合しなかった場合に比較し、下顎切歯
歯根膜機械受容器の再生が遅れることが明らかになった。このことは、適切な機械刺激が機械受容器の発生、維持の
みならず、再生においても重要な因子であることを示している。
以上のことから、本研究は歯根膜機械受容器と機械刺激の関連に関し重要な示唆を与えるものであり、博士(歯学)
の学位授与に値するものと認める。
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